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ごはん･お米とわたし　
甲府市立国母小学校五年　
　望月　唯乃　
私は、朝昼夜と毎日のように、お米を食べています。毎日同じお米ですが、お母さんが料理して食べるご飯はとってもおいしいです。オムライスやたまごかけご飯、おにぎり、おすしなどいろいろなご飯で、出してくれています。また、お米をよく噛むととてもおいしいです。お母さんが、作ってくれて大好きなご飯は、ねぎみそのおにぎりです。校外学習の時や出かける時におにぎりを作ってくれます。とてもおいしいです。毎日お米が、食べられてとても幸せだなと感じます。
私のひいおばあちゃんは、お米を作っています。毎年作ってくれていて、私たちの家においしいお米を、とどけてくれています。とてもありがたいなと、感謝しています。それで、お米の作り方が、気になったのでひいおばあちゃんの所で「だっこく」という作業を手伝いました。いねをいくつか集めて、結んでトラックにのせるという作業のくり返しでした。服の中にいねが、入ってチクチクしました。こんな大変なことを、何年もやっているのがすごいととても感じました。一つの作業で、こんなに大変だから一から、やるのはとっても大変だなと思いました。学校からもらった、お米の種を自分で一から育てました。毎日様子を見て、水をあげました。そしたら大きく元気に育ちました。今はいねが、元気に育っています。小さいバケツでやったから育てていてあまり大変ではなかったけれど田んぼで育てたらもっと大変なんだろうと思いました。だからお米を食べられているのがしあわせだと感じます。お米作りの手伝い、また、自分で少しだけど作ってから、「お米おいしいな」と思っていましたが、今はその経けんを通してもっとお米をおいしく感じられるようになりました。
半年前くらいからテレビで「お米が高い｣と言っていました。だけど、お米を作るのを手伝ってからお米の値段が高いと思わなくなりました。作業を一つやるだけで大変で、長い期間をかけて田んぼを毎日育っているか見るのは自分ではむずかしいと感じました。農家さんのことを考えたら四千円くらいでもいいのではと思います。今はお米がとても、安くなっていて、消ひ者からしたらお得だけど農家さんは、大丈夫なのかなと思いました。農家さんは、お米を大事に育てていたのに二千円にすると農家さんはそんなのではないかと思います。ただでさえお米を、作るる人がへってきているのに、安くしたら農家さんがどんどんいなくなって未来では、日本人が食べるお米がなくなっているのかと、心配になります。
農家さんも消ひ者も、みんなみんなおいしくお米を食べられればいいなと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

